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各学校において定める内容
目標を実現するにふさわしい 探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
探究課題（何について学ぶか） （何ができるようになるか）

知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

地域の自然環境と
環境問題に向き合う人々

・地域の自然や環境を保
全するためのアイデア
や具体的な取組がある
ことが分かる。

・地域の自然や環境を守
ろうとしている人々の
工夫や努力について理
解する。

②情報収集の手段を選
択して必要な情報を
収集することができ
る。

④相手や目的に応じて分
かりやすくまとめ，表
現することができる。

※①③は省略

・地域との関わりの中
で，自分でできるこ
とを見付けようとす
る。（社会参画）

・自分と違う意見や考
えのよさを生かしな
がら協働して学び合
おうとする。（協働
性）

各教科等と関連付
け，社会の中で生き
て働くどのような概
念的知識や技能を形
成するのか具体的に
記述します。

探究の過程の①～
④において何ができ
るようになればよい
のかを具体的に記述
します。
①課題の設定
②情報の収集
③整理・分析
④まとめ・表現

探究課題：探究的に関わり
を深める人・もの・ことを示す

具体的な資質・能力：各学校において定める目標に記された
資質・能力を「三つの柱」に沿って具体的に示す

小学校第６学年の内容（一部）

自分自身に関する
こと(主体性，自己理
解，社会参画等)及び
他者や社会との関わ
りに関すること(協働
性，他者理解，社会貢
献等)の両方の視点を
踏まえ，具体的に記
述します。

目標の実現に向けて学
校として設定した，児童
生徒が探究的な学習に取
り組む課題です。地域や
学校，児童生徒の実態に
応じて設定します。

学習指導要領解説を参
照（小：Ｐ７３～７７，
中：Ｐ６９～７４）

全体計画と年間指
導計画は関連し対
応する関係にあり
ます。

上の六つの要素に
ついては，全体計
画と年間指導計画
の少なくとも一方
において明示する
必要があります。

全 体 計 画

年間指導計画

総合的な学習の時間の全体計画を整備し，活用することは，児童生徒が探究的な見方・考え方を働かせ，教科等の枠を超え
た横断的・総合的な学習をすることなど，創意工夫を生かした教育活動の充実を図ることに結び付きます。
全体計画を構成する要素の一つである「内容」は，「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決

を通して育成を目指す具体的な資質・能力」で構成されるものであり，本資料ではその作成のポイントを示します。

全体計画
を構成する要素
(1)目標
(2)内容
(3)学習活動
(4)指導方法
(5)指導体制
(6)学習の評価

【指導例】学級活動（３）ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用（小学校第４学年）
題材：「習かんにしよう，家庭学習！」

①題材の設定→②問題の確認→③共通の課題の設定→④指導計画の作成→⑤児童生徒の問題意識を高める

①決めたことの実践→②振り返り→③次の課題解決へ

・話合いで出された意見等
を生かして，自分に合っ
た具体的な実践方法や目
標を決める。

・自分の考えを基に，課題
解決に向けて取り組めそ
うな方法をグループで話
し合い，全体で共有する。

・家庭学習に取り組むこと
ができなかったり，内容
が不十分だったりしてい
る原因を考える。

② 原因の追求
さぐる

③ 解決方法等の話合い ④ 個人目標の意思決定
見付ける 決める

・事前のアンケート結果か
ら，自分たちの家庭学習
の時間や内容等を振り返
り，現状を確認し合う。

① 課題の把握
つかむ

学級活動「（３）一人一人のキャリア形成と自己実現」は，個々の児童生徒の将来に向けた自己実現に関わるもの
であり，一人一人の主体的な意思決定に基づく実践につなげることをねらいとしています。小・中・高等学校のつな
がりを意識しながら指導し，話合い等を通して一人一人の考えを深め，自分に合った解決方法を意思決定して実践し，
その取組の振り返りをしていくことができるような指導過程にすることが大切です。

児童生徒が自己の成長や変容を実感し，主体的な学びの実現や今後の生活の改善に生かしたり，将来の生
き方を考えたりすることができるように，“わか杉っ子の「キャリアノート」”（秋田わか杉「キャリア
ノート」）等を活用し，活動の過程を記述して振り返ることができるようにしましょう。

〈ねらい〉学ぶことが将来の自己実現にどうつながっていくか考え，これからの家庭学習の取り
組み方について自分に合った目標を立て，実践できるようにする。

◎強い意思をもって，何を
どのように取り組むのかを
具体的に考え，自分で自己
評価できる内容にします。

◎本時で意思決定したことを基に，目標の達成に向けて個人として取り組ませます。目標カードを掲示して
常に意識させたり，取組の過程を見取って励ましたり，学級通信等で家庭との連携を図ったりすることで
より効果を高めるようにします。

◎意図的なグループ編成に
したり，思考ツールを活用
したりして，多様な考えを
引き出します。

◎原因を整理して，課題に
向けての方向性をはっきり
させ，改善の必要性を実感
できるようにします。

◎現在の学びを将来
のなりたい職業と関連付けな
がら，自分自身の課題とし
て捉えられるようにします。

◎年間指導計画により，個々の児童生徒が共通に解決すべき問題として題材を設定し，授業で取り上げる内
容を事前に児童生徒に伝えて問題意識の共有化を図ります。

特別活動

総合的な学習の時間 全体計画を構成する「内容」の作成のポイント

学級活動におけるよりよい意思決定と実践へつなげるための授業づくり


